“Ja-nuke” and “Hora-nuke”: Monsters That Cause Natural Disasters by 齊藤  純
蛇抜けと法螺抜け――天変地異を起こす怪物



















































 1 柳田國男『定本柳田國男集』第 5巻、筑摩書房、1968 年、210－211 頁。











































 3 『日本国語大辞典 第二版』6、小学館、2001 年、1151 頁。





































 5 都丸十九一『地名のはなし』煥乎堂、1987 年、82－83 頁。
 6 『静岡県史 別編 2 自然災害誌』静岡県、1996 年、697 頁。
 7 春日克夫「阿仁町の地名について（ ₁）」『秋田地名研究会年報』2（1986 年）、7頁。
 8 『日本歴史地名大系 第 2巻 青森県の地名』平凡社、1982 年、105 頁。





































 10 前掲注 6、606 頁。
 11 『日本歴史地名大系 第 1巻 北海道の地名』平凡社、2003 年、300－301 頁。
 12 木村博一編『下北山村史』下北山村、1973 年、979－980 頁。
 13 同上、991－995 頁。



















































 15 今切の現実の成因については諸説があるが、明応 7 年（1498）8 月 25 日の大地震による津波
だとする説と、この地震で地盤が沈降していたところを襲った翌 8 年 6 月 10 日の高潮だと
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編 2 自然災害誌』静岡県、1996 年、96－101 頁、309－324 頁）。榎原雅治『中世の東海道を
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つ海岸の地形を新たに復元した（79－109 頁）。
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宿場も、元禄 12 年（1699）の暴風雨と宝永 4年（1707）の地震・津波で害を被り、
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典でも検索できない。しかし、明治 43 年（1910）の『風俗画報』第 50 輯「大日本
名所図会」第 76 編「東京近郊名所図会」をみると、日暮里の道灌山であった事件
について「法螺抜け」の項目を掲げ、次の記事を載せる。なお、事件の日付は、正
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が同年 4 月 16 日に江戸を立ち、武蔵・上野・下野をめぐって
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　平成 18 年（2006）3 月 21 日、これらの石を調査
したが、雌石に祀られた倶
く り か ら
利伽羅不動尊の石像（縦
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よると昔は雨乞いの意識が強かったという。『大田区の文化財 第 15 集 郷土芸能』
には、「わらづくりの竜と獅子頭が両方の機能をそれぞれ分担しているのであろうか」
と記されているが、注目すべき見解である 45。





































 46 前掲注 45、14－20 頁；大田史編さん委員会編『大田区史（資料編）寺社 1』東京都大田区、
1981 年、6－7頁。
図 13　水止舞　大貝（竜）の道行
（筆者撮影 2013.7.14）
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蛇抜けと法螺抜け
いう呼び名はその中の人物が吹く大貝（法螺貝）に因むものだという理解である。
しかし筆者は、各地の法螺抜け伝説を検討し、風雨とともに現われた法螺貝が竜蛇
になった、あるいは竜蛇と法螺貝は近縁だという観念の存在を知ることができた。
そのような筆者の目から見ると、「大貝」はまさに竜蛇になる前の法螺貝に見える。
　法螺貝や竜蛇は水の禍福の支配者である。そうしたモノの棲む世界が、海の底、
川の中、大地の下などにある。機が熟してそれが出現する時、水の災害や恵みを人
間に与える。蛇抜け・法螺抜けは、そうした考えを示す伝説である。
